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学校関係者評価委員会（報告書） 

 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹パティシエ福祉カレッジ 学校関係者評価委員会は 

令和２年度学校自己評価に基づく学校関係者評価を実施致しましたので報告致します。 

 

                                      令和４年１月１３日 

 

 

１．学校関係者評価の目的 

より実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて、専門学校穴吹 

パティシエ福祉カレッジの自己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。 

委員会は、専門学校穴吹パティシエ福祉カレッジが行った教育活動及び学校運営の状況についての 

自己評価の結果を踏まえた本校の評価を行い、その結果を校長に報告する。 

 

 

２．学校関係者評価委員会（委員一覧）  

 

（委員） 

藤田 隆良   高松市西部自治会 会長 

森川 崇    香川県立観音寺中央高等学校 元校長 

西内 聖一   香川県洋菓子協会 会長 

 三谷 仁子   四国学院大学 講師  

 松本 ムツ子  香川県介護福祉士会 理事 

村上 明日香  専門学校 穴吹パティシエ福祉カレッジ 保護者会 支部長（欠席） 

 長谷川 直子  学校法人 穴吹学園 卒業生（欠席） 

 

 （学校教職員） 

 鏡原 寿吉  専門学校 穴吹パティシエ福祉カレッジ 校長 

加藤 猛   専門学校 穴吹パティシエ福祉カレッジ 副校長 

 田村 栄司  専門学校 穴吹パティシエ福祉カレッジ 副校長代理 

 坂井 利成  専門学校 穴吹パティシエ福祉カレッジ 課長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．学校関係者評価委員会実施日時 

 

日 時：令和４年１月１３日（木）１６時から 

場 所：せとうち観光専門職短期大学（旧高松テルサ） 

 

４．自己評価の説明･報告（自己評価報告書参照） 

 

当校の「教育理念」、「目的」及び「令和２年度の目標と計画」について説明。 

各自己評価項目について「評価結果（総括）」「取り組み状況とその分析」「今後の改善方策」等     

について報告。様式は香川県版一般社団法人香川県専修学校各種学校連合会様式にて実施した。 

各評価項目について「A：十分である B：おおむね十分である C：やや不十分である D：不十分で

ある」の４段階にて評価した。 

 

５．評価項目別評価結果（令和２年度 自己評価報告書参照） 

  ①教育理念・目的・育成人材像【評価Ａ】 

   ●理念を定め、広く周知しているか 

    →ディプロマポリシー・カリキュラムポリシー・アドミンションポリシーが記述された 

     カリキュラムブックを入学希望者に幅広く配布した。 

 

②学校運営【評価Ａ】 

  ●運営方針を教職員に周知しているか 

    →教職員大会にて本年度の運営方針が周知されている。 

   ●事業計画を作成し、執行しているか 

    →運営方針に沿って事業計画、年度予算を決定し運営している。 

   ●業務の効率化を図っているか 

    →各教員に１台のＰＣを配備し、グループウェア（ｄｅｓｋｎｅｔ’ｓ）及び学内統合システム 

     （Ｓ－Ｗｉｎｇ）を業務に活用している。 

 

  ③教育活動【評価Ａ】 

   ●教育課程（カリキュラム）は明文化されているか 

    →カリキュラムは学生便覧に掲載。シラバス、コマシラバスを学生に配布し「授業の学び」 

     を明確にした上で講義を実施している。  

   ●キャリア教育・職業教育を実施しているか 

    →新型コロナウイルス感染対策を徹底した上で施設、園と連携し可能な限りでの現場実習を実施 

した。 

   ●授業改善への取り組み 

    →新型コロナウイルス感染拡大予防対策としてＷｅｂｅｘを用いたオンライン授業を導入した。 

     授業実施後に授業評価アンケートを実施し授業改善に務めた。 

   ●成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 

     →入学時オリエンテーションにて学生便覧を用いて説明している。 

      留学生には学生便覧にルビを付け配布している。 



   ●成績評価等を適正に行っているか 

    →各科目のシラバスに記入されている評価基準で適切に評価されている。 

    単位認定、進級、卒業判定会議を実施している。 

   ●資格・免許取得のための指導体制がありますか 

    →Ｗｅｂｅｘを用いたオンライン授業で国家試験対策講座を実施した。 

     介護福祉学科に在籍する留学生に対してのオンライン授業は難しい面が多々見られた。 

     パティシエ・ベーカリー学科は 4 年連続で１００％の合格率を達成した。 

     模擬試験のデータ分析にも務めた。また、定期的に国家試験対策会議を実施した。 

   ●地域と協力連携した教育を行っていますか 

    →新型コロナウイルス感染予防対策として地域と連携した教育の実施ができなかった 

   ●地域の特性を活かした教育を行っているか。 

    →高松北警察署交通課に依頼し交通安全教室を開催している。 

 

④学習成果【評価Ａ】 

   ●資格・免許取得率の向上に向けての取り組みを行っているか 

    →介護福祉士  

介護福祉学科は４８名が受験し１９名（留学生１４名・日本人５名）が合格（合格率４０％）。  

留学生：１４/４２名（３３％） 日本人：５/６人（８３％） 

今後は模擬試験を実施し学生個々の状況を把握した上で対策講座を実施していきたい。 

    →保育士・幼稚園教諭 2 種（取得率１００％） 

→製菓衛生師（合格率１００％＊３年連続） 

     １４名全員が合格 

※第 17 回中国・四国ブロック ケーキコンテスト（中止） 

    ※２０２０ ジャパンケーキショー（中止） 

 

  ⑤学習支援【評価Ａ】 

   ●退学率の低減が図られているか 

    →学校と保護者が協力・連携を図っていくことで退学者減数に繋げた。 

     介護福祉学科         退学者数 ０名 

     こども保育学科        退学者数 ０名 

     保育食育学科         退学者数 ０名 

     パティシエ・ベーカリー学科  退学者数 ２名 

     （退学理由） 

妊娠し休学していた学生 １名 

精神疾患により退学   １名 

●就職等進路に対する支援体制は整備されていますか 

 →就職キャリアセンターが設置され、専任の職員と担任が連携し保護者を交えて 

  就職支援を実施している。 

 ●学生相談に関する体制は整備されているか 

 →問題を抱えている学生の割合が増えているため、担任が定期的に面談を実施している。 

  また、非常勤講師とも連携しクラス状況の把握にも努めている。 



 

●卒業生の動向を把握しているか 

 →卒業時の進路状況は把握しているが、卒業後の就業状況は把握できていない。 

 

  ⑥教育環境【評価Ａ】 

   ●教育上、必要かつ十分な施設整備が整備されていますか 

    →関係する法令に適合し教育上十分な環境の設備が配置されている。 

   ●防災訓練等を実施していますか 

    →学校独自で年２回防災訓練を実施している。 

 

  ⑦学生募集と受入れ【評価Ａ】 

   ●学生募集活動を積極的、かつ効果的に行っていますか 

    →広報部と連携し全教職員で学生募集活動を展開した。 

→学生募集実績 

R２年度（募集実績:R3 入学者） 

     入学者 102 名（委託訓練生 10 名を含む）：目標比 113.3%（目標 85） 

    →介護福祉学科          ５１名 

    →こども保育学科         ２５名 

    →パティシエベーカリー学科    ２６名 

   ●社会人入学生の獲得に向け、対策を講じてますか 

    →県立高等技術学校から介護福祉学科・こども保育学科に委託訓練生を受け入れている。 

     今年度より県内各ハローワークを訪問し委託訓練生の獲得に繋げた。 

 

  ⑧財務【評価Ａ】 

   ●収支と支出のバランスは取れているか 

    →経営会議等にて定期的に財務状況の把握と検討が行われている。 

 

⑨法令等の遵守【評価Ａ】 

  ●適正な運営がされているか 

   →コンプライアンス室を設置し、法令順守に務めている。 

 

⑩社会貢献・地域貢献 

   ●学生のボランティア活動を奨励・支援しているか 

    →近隣道路の清掃活動（マイロード）を実施した。 

     香川県の希少糖を使った商品開発や普及活動としてコンテストを開催した。 

新型コロナウイルス感染予防対策として地域と連携した教育の実施ができなかった。 

 

 

        以上 


